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金澤町家だより    【第 25号】 
2015.12 

■金澤町家巡遊 2015 

今年で 8 回目となる「金澤町家巡遊」が 9 月 19日（土）～9月 23日（水・祝）の 

5 日間にわたり開催されました。近年、町家の価値が見直され、 店舗や宿泊施設など 

の用途に利活用される事例が増えてきた一方で、本来の目的である「住まい」として 

は、“寒い”“暗い”などあまりよいイメージを持たれていない方が多いのではないか 

と思います。そこで今年は『町家に住む』をテーマに、【おためし町家】【いまどきの 

町家】【町家を住み継ぐ】の３つを中心に企画をしました。 

【おためし町家】では、住みやすく改修された小ぶりの町家に、7 月下旬から 9月 

上旬までの約 2 ヵ月間、町家の購入を検討中の方、都会に住む方、マンション住まい 

の方、町家にとくに興味がない方など、町家に住んだことのない方 12組の方々に数 

日間ずつ「おためし町家」を体験してもらいました。 

町家巡遊期間中には、「おためし結果 発表会」として、体験前の期待や不安、体験後の率直な感想をそれぞれ

パネルで紹介しました。また、体験中に撮影された写真もスライドショーで紹介しました。最終日には、「おた

めし町家トーク」と題し、体験者の報告会を行いました。おためし結果は、金澤町家巡遊ブログで「おためし町

家日記」として公開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【いまどきの町家】では、住みやすく改修された町家や、新たな活用法でいろいろな住まい方をしている金澤

町家をツアー形式で訪ねて、住まい手の方にお話を伺いました。【町家を住み継ぐ】では、時代の流れとともに

家の間取りや住み方は変化しながらも、昔ながらにその地に住み、住まい手の知恵や職人技を継承し、消えゆく

町家の暮らしの心意気を受け継ぐ町家の見学ツアーを行いました。また、毎年恒例の町家ショップの方々のご協

力による素敵な企画も目白押しで、イベントや期間限定メニューも楽しみました。拠点町家のギャラリー＆カフ

ェ椋では、台湾喫茶や「豆月-mamezuki-」の巡遊限定喫茶とともに、町家ショップで作られている品々を集めた

「町家ショップＳＨＯＰ」や金澤町家研究会が寄付を受けた町家から出てきた古道具などの「お宝発掘市」も行

いました。最終日のクロージングパーティでは、30 名が集い、町家ショップ 4 軒で提供している特製カレーとサ

ラダが提供され、大いに盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

【謝辞】「町家巡遊 2015」にご協力いただいた町家の方々、参加いただいた方々に感謝申し上げます。 

イベントガイド表紙 

体験者によるインスタグラム・ツイッターの投稿写真 おためし結果 発表会の様子 

「町家を住み継ぐ」ツアーの様子 「いまどきの町家」ツアーの様子 

 

「町家ショップ SHOP」の様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ＮＰＯ法人 

金澤町家研究会 

 

【お問い合わせ】 事務局 

〒920－0831 金沢市東山 2-1-7 ギャラリー椋内 Tel.076-253-3517 

E-mail kanazawa-machiya@nifty.com 

http://kanazawa-machiya.net 

■金澤町家研究会 10周年記念シンポジウム 

金澤町家研究会発足 10周年を記念して 10月 24 日（土）、金沢学生のまち市民交流館において、シンポジウム

が開催されました。会場には 78 名の参加があり、前半のパネルディスカッションでは丸谷芳正氏（富山県高岡

市吉久）、脇本淳子氏（福井県大野市）、山本博之氏（石川県小松市、粟津演舞場）、武藤清秀氏（石川県金沢市、

金澤町家）の北陸 3県で活動をされている 4氏をお招きし、それぞれの地域 

の町家再生・まちづくりに携わる取り組みを紹介していただき、意見交換が 

行われました。後半は、石川県内を中心に活動する団体・事業者による活動 

報告パネル展示と、ポスターセッション形式での発表・意見交換が行われま 

した。参加いただいた団体は、輪島土蔵文化研究会、一般社団法人金澤町家 

ドミトリー推進機構、大野こまちなみ研究所、金沢 R不動産/（有）E.N.N.、 

ことのは不動産、古民家再生の会、コロコロアーキテクトの 7 組です。ご協 

力、ありがとうございました。ご参加のみなさまにとって、有益な情報交換、 

交流の場となったのではないでしょうか。 

シンポジウム終了後には金澤町家「らくや」において交流会が開かれ、お 

いしい料理とお酒で遅くまで「まちづくり」について語り合いました。また、 

翌日には、「知られざる都心の歴史的環境」をテーマに、増田達男氏（当研究 

会副理事長・金沢工業大学教授）による、まち歩きツアーが行われました。 

■金沢市文化活動賞を受賞しました 

※「優良町家紹介コーナー」はお休みいたします。 

■優良金澤町家認定式が行われました 

12月 5日（土）午後、近江町交流プラザ研修室にて優良金澤町家の認定式が行われ、今年は、6軒の金澤町家

が認定され、平成 22年の認定開始以降、合わせて 118 軒になりました。認定式では、6組 7 名の所有者・利用

者の方々に出席していただき、直接認定証をお渡しした後、スライドで町家の紹介と金澤町家の所有者さんによ

る町家への想いも伺いました。 

認定式の後には、研究会幹事・永野紳一郎氏（金沢 

工業大学教授）による「空気熱環境から見た町家の短 

所の対策と長所」と題した講演会が開かれました。 

どんな材質が熱を通しやすいのか、どんな方法で暖房 

したら効果的なのか、換気や吸気の位置をどこにした 

らよいのかなど、実験結果を動画でわかりやすく説明 

されました。 

パネルディスカッション（上）と 

ポスターセッション（下）の様子 

認定式の様子 

 

永野紳一郎氏 

 

金澤町家研究会が、「金沢市文化活動賞」を受賞し、9 月 28日に金沢歌劇座大

集会室において表彰式がありました。 

この表彰は、伝統文化の継承発展および新たな市民文化の創造を奨励するた

め、日常活動を通じ、市民文化活動に貢献した個人または団体に対し表彰する

もので、金沢市が昭和 55年より行っています。今年度は金澤町家研究会を含む

2 団体と 2個人が表彰されました。研究会の日ごろの活動や様々な取組みを評価

していただいたものと思います。 


